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研究成果の概要（和文）：　一方で、避妊、妊娠、不妊、中絶、出産、養育、親であることといった、性差や個
人差の大きな具体的主題を扱いつつ、他方で、人間が生まれ、成長し、次世代に引き継ぎ、老い、死んでいくと
いう誰にでも普遍的に当てはまるより広義での「生殖」の観点からも、生殖するものとしての人間を考察した。
　哲学ではあまり扱われなかった「生殖」を、身体やジェンダーと深く関連させながら、具体例にも目配りしつ
つ、哲学倫理学的に考察した。なかでも、「母性」の従来の見方を分析し解体しつつ、「母性」の核と思われる
ところは維持し、そこに出産していない男性や、血の繋がりのない養親らも含めることで「親であること」を再
考した点には意義がある。

研究成果の概要（英文）： On the one hand, the research dealt with specific topics such as 
contraception, pregnancy, infertility, abortion, childbirth, child-rearing, and being a parent, 
which involve significant gender and individual differences. On the other hand, it also examined the
 human being as reproductive, taking into consideration the process of being born, growing, passing 
on to the next generation, aging, and dying, which applies universally to everyone.
 "Reproduction”, which has not been extensively addressed in philosophy, was examined in this 
research in close relation to the “body” and “gender,” while also considering concrete examples.
 Among other things, the significance lies in the fact that it deconstructed the conventional view 
of "motherhood" and reconsidered "parenthood" to include not only biological mothers but also men 
who do not give birth and adoptive parents without blood ties.

研究分野：哲学・倫理学

キーワード： 生殖　身体　ジェンダー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　「生殖」という一貫した大きなテーマのもと、様々な主題を哲学倫理学的に考察し、その成果を多くの論文や
口頭発表、そして単著として発表することができた。それが取り上げられることで、学術的な議論を喚起するこ
とができた。
　また、著作として出版したことで、一般の人々にも広く研究成果を伝え、読者の少なくとも一部に、自らや身
近な人々の生を生殖から顧みる一つの視点を提供することができたのではと考える、。そして、「赤ちゃんポス
ト」や、養子縁組、児童養護、父親や養親の葛藤、「母性」という見方など、社会的に重要な問題も多数取り上
げて考察することで、社会的関心を高め、改めてこれらの問題を考えるきっかけを提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 哲学倫理学においては、「生殖」についての本格的研究は、国内では、小泉義之『生殖の哲学』、
同『弔い・生殖・病の哲学』や、檜垣立哉『子供の哲学』など数冊の著作を除いてはあまりない。
しかも、妊娠し出産する機能と経験をもちうる女性とそうでない男性との性差や、子どもを持つ
人とそうでない人がいるという個人差を重視し、細かに考慮に入れつつ、人間全般に共通する普
遍的なレヴェルでも生殖を考察する研究、また、妊娠、中絶、出産、養育といった具体的現象を
正面から取り上げた哲学倫理学的研究はそれまでなかった。 
 
２．研究の目的 
 
研究の軸となったのは、自分の知やコントロールを超えた「他なるもの」との関係が、主体の
あり方をどう形成しており、また変容させるかを、身体の次元で具体的に解明することだが、本
研究は特に「生殖」の観点からこれに切り込むことを目的とした。人間を生殖するものと見る見
方は、身体や性（ジェンダー） 、そして他のものとの関係の考察を不可分なものとして要請す
る。また、個人の経験の次元で見れば、生殖には、 生む生まないといった性差や個人差が本質
的な要素として含まれる。本研究は、「生殖」を基軸とすることで、 一方の、具体的な経験を掬
い取る研究と、他方の、差異や特殊性を考慮した上でなお、それらに通底する主体のあり方を浮
かび上がらせる理論的研究とを、ジェンダー・身体・他者の観点から統合した倫理学を構築する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究はとくに次の四つのテーマに焦点を当てた。①「不妊・妊娠・出産・中絶・養育」、②
「『母性』の再考」、③「生殖における父親や養親の経験」、④「生殖技術の考察」である。 
 文献読解を中心とした理論的研究においては、欧米及び日本のフェミニズム思想、ジェンダー
研究、社会学、心理学などにおける①②③④の研究を推し進めた。さらに、それらの研究から、
生殖に関する諸個人の具体的経験を考察するのに有用な視点、枠組み、概念を取り出したり、そ
れらの批判的検討を経て、新たに創出する作業を行った。 
研究成果の発表は、国内での学会発表、国際シンポジウムでの発表、論文執筆、論文集への寄
稿、単著の執筆、海外（イギリス）での学会や研究会での発表、国際論文集への寄稿という方法
を用いた。これらの発表を通じて、近い領域の研究者たちと議論を行い、着想を得るとともに、
批判を考慮しながら、本研究の主張を洗練させることができた。 
また、国内とアイスランドでインタビューを行って、そのデータを分析し、具体的経験に即し
た考察に採り入れた。 
最終的には、生殖に関する具体的事象に目配りした経験的視点と理論的視点が有機的に統合
された生殖に関するひとつの統合的な研究を練り上げる作業を遂行した。 
 
４．研究成果 
 
（１）フランス思想を手がかりに「母性」について再考する研究を行い、2017年 9月に行 われ
た日仏哲学会大会シンポジウムで提題し（「「産む性」をめぐって―生殖と「母性」再考」）、論文
にまとめて発表した（『フランス哲学思想研究』第 23号、2018年）。 
  
（２）日本のフェミニズム思想に関する研究として、「母性」を軸に日本の近代フェミニズム思
想を考察した論文（ ”Some Glimpses at Japanese Feminist Philosophy: In terms of 
Reproduction and Motherhood”）を執筆し、2018年に刊行の論文集に寄稿した。また、この研
究の要点をストックホルム大学で行われたセミナー，”Feminist Phenomenology: Perspectives 
from Japan” (2017年 6月 12日)で発表し、北欧研究者との間で意見交換を行った。 
 
（３）日本を中心とした育児放棄と新生児養子の問題と課題を、とくに「赤ちゃんポスト」に焦
点を当てて考察した発表を（”Alternatives to terminating the life of a baby or a fetus: From 
"Baby Post" to Pregnancy conflict counseling”）、国際シンポジウム・ワークショップで行い、
オックスフォード大学のウルフ教授や日本の参加者と意見交換を行った。 
 
（４）「母であること」(motherhood)を、ジェンダー、身体、他者との関係に着目しながら再考
し、産むことと、「母」であること、言いかえれ ば、育てることをはじめとした一番の親である
ことを、分離して考える必要があること、そして「母であること」は、子ども産んでいない男親
や養親にも拡大し うることを主張し、雑誌『思想』に寄稿した論文にまとめた。また、2018年



度にアカデミックヴィジターとして所属していたオックスフォード大学ウエヒロ実践倫理セン
ターのセミナーで発表し、参加者と議論した。 
 
（５）産むことと第一の親であることの分離の具体例の一つとして、「赤ちゃんポスト」の問題
を取り上げ、イギリスで開催された国際学会で発表した。さらに、所属センターの開催する多数
のセミナーや講演会を通じて、あるいはイギリスで開催されたシンポジウムを通じて生殖技術
や妊娠・出産に関する最先端の研究に触れ、意見交換をすることができた。 
 
（６）アイスランドで、アイスランド大学教員や市役所の男女平等政策にかかわる職員に、「生
殖とジェンダー」というテーマでインタビューを行った。 
 
（７）父親や養親の側に視点を置き、そこから生殖の経験を見ると何が言えるかを考察した。本
研究の前半では、母親側からの考察が主だったが、それらを反対の視点から再考し、母親に置か
れがちな重心をずらすことで新たな視点から考察を展開した。 
 
（８）具体的事象や事例に焦点を当てた研究と、レヴィナスの思想とをつなげる考察を行った。
レヴィナスの「繁殖性」という重要な概念のひとつを、哲学の文脈にとどまらず、生殖の具体的
文脈の中で理解することを試みた。産んだこと、血のつながった親であること、自分の子どもが
いることをそれぞれ、子どもとの関係で優位な条件と無批判に考えられていることに疑問を呈
して批判的考察を行った。 
 
（９）以上の研究を通して、生殖に関し、性差や個人差を捨象しない視点を重視しつつも、それ
らの差を固定化せずに、生殖しうる人間主体の普遍的なあり方の考察にも接続する、統合的な倫
理学的考察を展開することができた。 
 
（１０）本研究開始から生殖の様々な領域に関して蓄積してきた論文の考察、資料を踏まえた上
で、生殖全般を俯瞰するかたちで、生殖における選択、性差、身体性、他なるものの経験などの
主題を考察し、単著、『生殖する人間の哲学――「母性」と血縁を問い直す』（勁草書房、2021年）
にまとめ、出版することができた。 
 
（１１）出版後に、著書の合評会がふたつ（レヴィナス協会主催、科研費国際共同研究（B）「子
育ての現象学：フィンランド・ネウボラをフィールドに」（浜渦辰二代表）主催）、著書に関する
対談がふたつ（BH チェンネル、論壇チャンネル「ことのは」）開催され、研究成果とその意義
を研究者だけでなく一般の人にも広く伝えることができた。 
 
（１２）親鸞仏教センターでの「現代と親鸞」公開シンポジウム：＜いのち＞という語りを問い
直すで、「いのちとその産み育ての結びつきと分離――「母 性」、出生前診断、「赤ちゃんポスト」
などを手がかりに」という提題を行った。さらに先述の科研費「子育ての現象学」主催の国際研
究会、Second Online session on child care phenomenologyで発表、”The Public and the Private 
in Childbirth and Childcare Second Online session on child care phenomenology”を行った。
これらの発表は著書の出版後の業績であり、著書では十分論じきれなかった「母性」の側面を、
著書出版前後に刊行された母性に関する著作や、日本の近代の母性に関する状況も検討しなが
ら掘り下げることができた。 
 
（１３）老いや死別に関する研究を開始し、広義の「生殖」に含まれると考える親子関係を、小
さい子どもと親の関係にとどまらず、親の老いに伴う、 介護や新たなケアの必要などの親子関
係の変化や、死別も含めた親子関係の後半についても考察を展開した。老いについては「老いゆ
くこと、他者との関係」という論文にまとめることができた。 
 
（１４）「喪失」に関する研究を具体化し、推し進めることができた。「喪失」という主題は、本
研究課題のメインテーマである「生殖」のうちに位置づけられ、本研究課題の研究をさらに展開
するものである。 
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